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自分の気づきを大切に ―― よりよい夏休みのために 

  夏休
なつやす

みに入
はい

ります。この期間
き か ん

の目標
もくひょう

は決
き

まりましたか。 

  自分
じ ぶ ん

としっかり「対話
た い わ

」して、自分がどんな力
ちから

をつけたいのか、どんなことがやりた

いのかを決
き

めましょう。どんな自分になるために、どんな努力をするのか決めて実践す

ることが一日
いちにち

一日
いちにち

を大切
たいせつ

に過
す

ごすことにつながります。やりたいことが、自分
じ ぶ ん

を大きく

成長
せいちょう

させるものとなることを願
ねが

っています。 

子
こ

どもたちには、他の人と心の通う関係をつくる「対話力
たいわりょく

」をつけてほしいと願
ねが

い、

本校
ほんこう

では、創作劇
そうさくげき

活動
かつどう

など、ねばりづよく他者
た し ゃ

と協働
きょうどう

する機会
き か い

を増
ふ

やしています。 

創作劇活動は、他
ほか

の人と協働して行
おこな

う言語
げ ん ご

活動
かつどう

のなかでも、様々
さまざま

な力を鍛
きた

えます。

特
と く

に意見
い け ん

の違
ちが

う人とともに創作
そうさ く

するので、他人の気持
き も

ちについてこれまで気づかなか

ったことに気づくことがあります。また、周
まわ

りとの折
お

り合
あ

いをつけることで新
あら

たに生
う

み出
だ

されるものの大切
たいせつ

さに気づくこともあります。そんな中
なか

でこれからつけるべき力
ちから

を実感
じっかん

し、その力を楽
たの

しくつけていくことができます。 １学期
が っ き

は全学年
ぜんがくねん

でそのような機会
き か い

をつ

くりました。２学期もさらに良
よ

い体験
たいけん

ができるよう計画
けいかく

しています。 

夏休みの体験をより良いものにし、「対話力」をつけるためにお勧
すす

めしたいことがあ

ります。それは、いろいろ考
かんが

えたことや気づいたことなどを身
み

の周りの誰
だれ

かに話
はな

すこと

です。そして、話し相手
あ い て

の人の考えも聴
き

いてみましょう。そのような「対話」が、自分の

考えを広げ、深
ふか

めます。そして新
あら

たな気
き

づきが生まれ、毎日
まいにち

、感動
かんどう

できる瞬間
しゅんかん

をつくる

ことができるのです。 

１年生で、絵
え

日記
に っ き

の宿題
しゅくだい

がありますが、これは、他の人に自分の体験を話すための

準備
じゅんび

をする活動
かつどう

です。他の人にお話しするような気持
き も

ちで書
か

いてほしいです。 

保護者の皆様や子どもたちに、この夏、お勧めしたい本があります。吉野源三郎著

『君たちはどう生きるか』（岩波文庫）です。主人公のコペル君は１5歳。日常生活の

中で、身近な疑問をきっかけに深く考え、人としてのありかたについて気づきの体験を

重ねるお話しです（1935年１０月から配本を始めた『日本少国民文庫』全十六巻

の最後の配本として 1937年 7月に刊行された本です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品中にはコペル君の叔父
お じ

さん、お母さんとの対話の場面が優しくわかりやすく綴

られています。大人も、子どもたちとの対話の際の姿勢を学ぶことのできる作品です。 

＜西長尾小学校のめざす児童像＞ 

１．心豊かな子ども（自他を大切に 

する、思いやりのある子ども） 

２．深く考える子ども（自ら学び、

考えて行動できる子ども） 

３．健康な子ども 

※ 岩波文庫版の後書きにあたる部分には「作品について」と題する作者の解説があります。 

そこにはこの作品を出版した経緯
け い い

が書かれています。一部を紹介します。 

（前略）当時、軍国主義の勃興
ぼっこう

とともに、すでに言論や出版の自由は 著
いちじる

しく制限され、(中略)山

本先生のような自由主義の立場におられた作家でも、1935年には、もう自由な執筆
しっぴつ

が困難とな

っておられました。その中で先生は、少年少女に訴える余地
よ ち

はまだ残っているし、せめてこの人々だ

けは、時勢
じ せ い

の悪い影響から守りたい、と思い立たれました。先生の考えでは、今日の少年少女こそ

次の時代を背負
せ お

うべき大切な人たちである。この人々にこそ、まだ希望はある。だから、この人々に

は、偏狭
へんきょう

な国粋
こくすい

主義
し ゅ ぎ

や反動的
はんどうてき

な思想
し そ う

を越えた、自由で豊かな文化のあることを、なんとかして伝え

ておかねばならないし、人類の進歩についての信念
しんねん

を今のうちに養
やしな

っておかねばならない、という

のでした。（中略）先生は、こういう考えから少国民
しょうこくみん

のための双書
そ うし ょ

の刊行
かんこう

を思いたち、その計画を私

に相談なさいました。この相談は、前後、五、六十回も重ねられ、その結果十六巻の『日本少国民

文庫』ができましたが、『君たちはどう生きるか』は、その中で倫理
り ん り

を扱
あつか

うことになっていました。 

そして最初は、山本先生自身がこれを執筆される予定になっていたのですが、この計画をいよいよ

実行にうつす段階
だんかい

になって、残念
ざんねん

にも先生は重い目の病気にかかって、執筆はとうていのぞめない

ということになりました。それで、他に頼
たの

む人もないままに、私が代わってこの一巻を書くことになっ

たのです。 

 私はそのころ哲学の勉強をしていて、文学については、学生時代から好きで親しんではいました

が、何といってもまったく素人でした。とても山本先生の代わりをつとめる資格はありませんでした。 

しかし、いまのべたような動機から始まった計画であり、『君たちはどう生きるか』は、十六巻の中で

も特にその根本の考えをつたうべき一巻でした。私は非力でしたけれど、計画者の一人として、先

生に代わって、この文庫発刊の趣旨をこの一巻に盛りこむ仕事を引き受けねばなりませんでした。 

（以下略） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの安全・安心のための事業紹介 
今年度より始まった放課後オープンスクエアの運営担当は「枚方市教育委員会 放課後子ども

課」です。お問い合わせは、放課後子ども課へお願いします。 

 

子どもの居場所づくりの地域の取り組みとして、 

「枚方市子ども青少年部 子ども青少年政策課」では、 

ボランティアで運営されている「子ども食堂」の支援を 

行っています。本校に最も近い子ども食堂は、校区外 

(田口山小学校区)になりますが、「子ども食堂わらび」 

があります。 

※子ども食堂の取り組みは SDGsが掲げる、 

“誰一人取り残さない”という精神 

に通じる取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 西長尾小学校ブログより ６・７月のようす 

 

課題 規格等 対象学年 参加賞 応募先

課題指定あり（水洗いで落ちる墨汁は不可）　詳し

い募集要項については「全国書画展覧会」ホーム

ページに掲載。

作品整理料として１人１００円必要

2
税に関する

小学生の習字募集

税に関するもので、半紙に書く。

作品の左側に、必ず学校名、学年、名前を明記して

ください。

全学年 有 枚方税務署

3
第４２回

人権啓発詩・読書感想文

人権の大切さや差別のない明るい社会をつくること

の大切さなど「人権」をテーマにしたもの。

詩部門：形式・長さ決まりはありません。

(A4サイズたて書き)

読書感想文部門：４００字詰め原稿用紙

(A４サイズ・たて書き)

全学年 無

大阪府・大阪府教

育委員会・人権啓

発推進大阪協議会

4

第７３回

社会を明るくする運動

　　　　　作文コンテスト

日常の生活の中で友だちや家族など身の回りの人た

ちが安全・安心に過ごせるように心がけていること

について、自分の体験や考えを感じることを作文に

書いてください。

〈専用原稿用紙３枚～５枚(最低３枚は必ず)〉

１行目に題名、２行目に学校名、学年、名前を書く

５・６年 有

法務省

枚方・交野地区

「第７３回社会を

明るくする運動」

委員会

5

「いつも

ありがとう」

作文コンクール

日常の生活を振り返りながら、いつもお世話になっ

ている家族への感謝の気持ちを作文に書きましょ

う。

原稿用紙３枚まで　　１行目に題名、２行目に学校

名・学年・名前を書く

全学年 無

朝日学生新聞社

シナネンホールディン

グス

6
「木のあるくらし」

作文コンクール

木や、木でできたものと私たちの生活や社会との関

係について日常生活の中で考えたり感じたりしたこ

とを題材にしてください。

１行目に題名、２行目に学校名・学年・名前を書く

全学年 有

一般社団法人

日本木造住宅産業

協会

7

「対話」で綴る

４００字創作戯曲（台本）

コンクール

登場人物（名前は一文字）が二人、台詞（せりふ）

だけで綴る物語の台本です。身近な生活の中のひと

コマを題材にしてください。原稿用紙1枚で提出。

原稿用紙のマスの右外側に、題名、学年、組、名前

を書く

3年～6年 有 校長

夏季休業中の自由課題    応募作品一覧

応募は自由です。 詳細はホームページ（課題名で検索）をご覧ください。

校内〆切は８月２８日（月）です。

無

学校を通じて応募するものです。

全国書画展覧会運

営委員会
全国書画展覧会作品募集1 全学年

日々の学校の様子は「枚方市立西長尾小学校ブログ」をごらんください。 

右の QR コードでアクセスできます。⇒ 

 
 

  

枚方市内の「子ども食堂」の 

取り組みは、右の QR コードで 

アクセスできます。       ⇒ 

 

6月 27日 2年生 系統性のある、演劇を活用した対話力を育む指導 

舞台俳優の方々にご指導いただきました。「何をやっているのでしょう あてっこゲーム」 

グループごとにお題の書かれた紙をもらいます。 

それぞれのお題にしたがって、グループで 

役割を決め、どのようにジェスチャーで表現 

するかを相談し、練習をします（約 10 分）。 

その後、あらかじめみんなでつくった舞台上で 

順番に発表します。どのように見えたかを見て 

いた人は答えます。               

「ミニトマトのみずやり」というお題では、植木鉢の中のミニトマトの種が、水をやるたびに少

しずつ大きくなっていくのを時間をかけて丁寧に演じていました。 

【「対話力」(非認知能力)向上のための指導】 2023-06-28 20:45 up! * 

 

6月 30日 1年生 演劇を生かしたコミュニケーション授業 
1 年生は「何に変身？ あてっこゲーム」を行いました。 

教室の真ん中に、子どもたちの力を借りて養生テープで 
2 メートル四方の舞台をつくります。 
変身したい人は、手を挙げます。動物や人、モノ、 
なりたいものを決めて、一人ずつ自由にジェスチャーで演じます。 
バナナに変身した人とのやりとりが、とても面白かったです。   

7月 4日 4年生 全校朝会で合唱 
代表委員の方々が立派に進行を務めました。

給食委員会からのお知らせの後、通級指導教

室のお話があり、最後には先日の枚方市音楽

会に出演した 4 年生の合唱の発表がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

7月 12日 6年生 
調理実習です。 

白玉団子を上手にたくさん 

作っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

7月 14日 5年生 
おはなしキューピッドさん 

今日はどんな物語との出
会いがあったでしょう
か。 

 

7月 10日 3年生 
整理体操をしていました。シャワーを浴びながら、元気に 

「ごしごしごし」と声を合わせて、身体をきれいにします。  

  
               


